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保
有
情
報
は
厳
格
に
管
理

　
行
政
機
関
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
保
有
す
る
個
人
情
報
は
、
そ
の
高
度
利
用
の
進
展
に

伴
っ
て
、
数
・
量
と
も
に
膨
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

観
点
か
ら
、
ど
ん
な
情
報
が
、
ど
ん
な
形
で
、
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
関
心

も
、
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
市
役
所
の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
様
々
な
形

で
活
用
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
状
況
と
、
そ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
の
項

目
、
そ
し
て
そ
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
目
的
と
し
た
個
人
情
報
保
護
条
例
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
（
二
面
に
、
各
課
ご
と
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
の
項
目
な
ど
を
掲
載
）
。

個
人
情
報
は
そ
の
業
務

目
的
に
だ
け
利
用

　
近
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の

著
し
い
進
歩
に
よ
る
情
報
化
は
、

　
市
で
は
、
事
務
発
富
効
率
化
・

高
度
化
し
、
孝
の
細
か
く
、
正
確

か
つ
迅
地
に
進
め
る
た
め
に
、
パ

ソ
コ
ン
か
ら
大
型
機
ま
で
種
々
の

今
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
し
で
は

事
務
処
理
は
進
め
ら
れ
な
い
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
い
未
丁
。

　
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
さ

れ
る
情
報
に
は
。
様
々
な
種
類
の

も
の
が
あ
り
車
ふ
、
特
に
そ
の

中
で
も
、
市
民
の
貿
兄
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
情
報
、
い

わ
ゆ
る
個
人
情
報
が
、
大
半
か
占

め
て
い
ま
ず
。

　
個
人
情
報
は
、
市
の
窓
口
で

の
届
け
出
や
申
告
・
申
請
な
ど
で

受
け
付
け
た
、
数
多
く
の
書
類
か

ら
発
生
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

各
業
務
恨
渥
で
は
、
こ
れ
ら
の

提
出
さ
れ
た
書
類
の
記
載
に
砺
つ

い
て
、
そ
の
内
容
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
入
力
し
未
了
。

　
入
力
さ
れ
た
情
報
は
、
そ
の
場

で
住
昏
苫
し
て
お
渡
レ
左
り
、

税
額
通
知
書
の
ぶ
つ
に
、
後
日
郵

便
な
ど
で
お
手
元
に
お
届
け
し
た

り
、
各
種
の
統
計
資
料
の
作
成
に

利
用
す
る
な
ぺ
そ
の
業
務
の
目

的
奎
果
た
す
た
め
に
だ
け
利
用
さ

れ
て
い
毒
て
一
。

情
報
の
管
理
・
運
用
は

慎
重
か
つ
的
確
に
実
施

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
す
る
以
前
か

ら
、
こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
情
報

の
利
用
・
管
理
に
は
、
個
人
情
報

窓
口
で
の
届
け
出
な
ど
に
よ
っ
て
Ｉ

ａ
人
情
報
ｇ
ン
ピ
ユ
ー
タ
に
へ

カ
£
Ｉ
（
‐
晶
日
）
　
一

に
限
ら
す
、
各
業
務
に
お
い
て
、

法
律
に
よ
り
、
厳
し
い
制
限
が
設

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
業

務
に
携
わ
る
職
員
な
ど
に
対
し
て

も
、
法
律
に
よ
っ
て
、
職
務
上
知

り
得
た
情
報
に
つ
い
て
の
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
行

政
機
関
が
保
有
す
る
情
報
は
、
従

来
か
ら
厳
格
に
管
理
・
運
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
更
に
。
近
年
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
利
用
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
洽
れ
た
情
報
に

は
、
新
た
に
非
常
に
慎
重
な
取
り

扱
い
が
要
求
さ
れ
る
よ
ｙ
つ
に
な
っ

て
章
芒
巡
。

　
例
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
処
理
は
、
大
量
の
デ
ー
タ
が
目

に
見
え
な
い
状
態
で
迅
速
に
処
理

さ
れ
る
た
め
、
い
っ
た
ん
不
適
正

な
利
用
が
行
ｐ
れ
た
場
合
、
そ
の

影
響
が
、
手
作
業
の
握
に
比
べ

て
よ
り
迅
速
か
つ
広
範
囲
に
わ
た

る
恐
れ
が
あ
り
卓
子
。
ま
た
、
い

っ
た
ん
誤
っ
た
入
力
が
行
わ
れ
た

場
合
、
そ
の
発
見
や
訂
正
が
容
易

で
な
い
面
が
あ
る
な
べ
事
務
処

翠
上
に
新
し
い
特
性
が
発
生
Ｌ
釜

す
。

　
従
っ
て
今
ま
で
以
上
に
、
よ

り
慎
重
に
、
よ
ぴ
的
確
に
情
報
の

管
理
・
運
用
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例
で

運
用
を
厳
し
く
制
限

　
市
で
は
、
こ
今
し
た
新
た
な
状

況
に
対
応
す
る
た
め
「
宇
治
市
電

子
計
算
組
織
に
係
る
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
」
と
同
施
行

規
則
を
、
昭
和
六
十
三
年
七
月
に

制
定
・
公
布
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
の
内
容
は
、
個
人
情

報
の
保
護
を
前
提
と
し
た
コ
ン
ピ

ー
ユ
ー
タ
利
用
を
進
め
る
う
え
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
す
る
事
務

の
範
囲
や
、
そ
れ
を
実
施
す
る
部

門
の
責
務
盈
明
確
に
し
て
い
康
ｙ
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
立
場
か

ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
す
る

項
目
や
そ
の
利
用
を
制
限
し
、
関

係
者
の
守
秘
義
務
違
反
に
は
罰
則

を
定
め
る
な
ぺ
厳
し
い
内
容
と

な
っ
て
い
未
了
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
さ
れ
て

い
る
情
報
を
、
本
人
に
限
っ
て
お

▲コンピュータを利用して事務を

　効率よく迅速に進めています

知
ら
せ
で
き
る
（
開
示
）
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
訂

正
や
削
除
が
必
要
な
場
合
、
所
定

の
手
続
壹
孚
石
ば
、
そ
れ
を
行

う
こ
と
も
で
孝
毒
ｙ
。
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
上
で
の
苦
情
の
申
し

出
も
受
け
付
け
乖
二
申
し
出
は

い
ず
れ
も
企
画
課
へ
）
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
お
け
る

個
人
情
報
の
保
護
と
、
そ
の
適
正

な
運
用
を
確
保
す
る
た
め
、
市
民

の
代
表
な
ど
で
構
成
す
る
個
人
情

報
保
護
審
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
ず
。
市
で
は
、
今
後
、
こ
の
審

議
会
か
ら
の
助
言
・
指
導
夕
受
け

な
が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
の

運
用
を
図
っ
て
い
政
玉
子
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
こ
の
よ
ｙ
つ
に
、
市
役
所
で
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
’
｛
刄
の
人
格
的
利
益
の

保
護
に
努
め
、
今
後
も
個
人
情
報

の
保
護
を
前
提
と
し
て
進
め
て
い

き
示
す
。
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
二

月
十
八
日
聞
か
投
票
日
で
す
。

ま
た
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
選
挙
は
、
私
た
ち
国
民
が
政

治
に
参
加
し
、
主
権
者
と
し
て

の
意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
る
大
切
な
機
会
で

す
。
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
で
き
る
人

　
昭
和
四
十
五
年
二
月
十
九
日

以
前
に
生
次
れ
、
平
成
元
年
十

一
月
二
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、

引
き
続
会
最
さ
れ
て
い
る
人
。

な
お
、
平
成
二
年
一
月
二
十
四

日
以
後
に
市
内
転
居
し
た
人
は

転
居
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
、

平
成
元
年
十
一
月
三
日
以
後
に

市
外
か
ら
市
内
に
転
入
届
を
し

た
人
は
転
入
前
の
住
所
地
で
、

謡
冠
章
手
令
気
石
も
、
前

住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
″
姦

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
）
。

　
投
票
時
間

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま

飛
第
十
七
居
所
（
笠
取
小
学

校
）
、
第
十
八
投
票
所
（
笠
取
第

二
小
学
校
）
は
午
後
五
時
ま
で
。

　
投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
を
記
載
し
た
響
所

入
場
券
を
、
世
帯
ご
と
に
郵
送

で
お
届
け
１
　
蚤
す
。
各
自
、
自

分
の
部
分
を
切
り
離
し
て
、
受

付
係
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
投

票
所
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
誓
司
祭
柔
ｙ
。
昼
附
の

　
仕
事
や
旅
行
・
出
産
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
情
で
投
票
日
に

響
召
き
な
い
人
に
は
、
不
在

者
思
男
制
度
が
あ
り
ま
す
。

二
月
十
七
日
出
ま
で
（
午
前
八

時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
、
土

曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
印
鑑

か
痔
っ
て
、
市
役
所
（
プ
レ
ハ

ブ
庁
舎
）
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
、
指
定
さ
れ
て
い
る
施
設

に
入
所
中
の
人
は
、
そ
の
施
設

　
こ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
手

帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
ち
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は

郵
送
に
よ
る
不
在
者
認
茅
で

章
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
発
行
す
る
郵
便
投
票

証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、
早

め
に
手
続
き
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
投

票
用
紙
の
請
求
は
、
二
月
十
四

日
困
（
当
日
必
着
）
ま
で
で
す
。

　
投
票
区
の
変
更

　
今
回
の
選
挙
か
ら
、
誓
図

の
一
部
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

間
違
い
の
な
い
ぷ
つ
に
注
意
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

1081

2
月
1
8
日
（
日
）
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
　

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

個人情報保護を最優先
市役所のコンピュータ利用の現状

プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
に

力
点

個
人
情
報
保
護

審
議
会
を
設
置

有権者の

　皆さんへ

本
人
に
限
っ
て

個
人
情
報
を
開
示

不
在
者
投
票
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　　　　　　　　　　納貯口座目理業務　　　　　　　事務を処理する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名、納税組合名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民年金の資格異動届を基にした被保険者の管理と、納付書、　　個人番号、現住所、氏名、性別、国民年金記号番号、生年月日、
　　　　　　　　　　国民年金業務　　　　　　　未納通知書、催告状等の発行事務を処理する　　　　　　　　　　保険料納付状況、資格取得喪失年月日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ福祉年金課

Ｉ　　　　　　　　ｉ　　　　～　　　　　　　　　　受給者及び支給要件児童の管理と、認定請求・額改定･消滅届　　個人番号、氏名、現住所、口座番号、口座名義、認定番号、認
　　　　　　　　　　児童手当業務　　　　　　　等の事務及び支給事務を処理する　　　　　　　　　　　　　　　定日、開始又は終了日、支給年月日、支給金額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オンラインシステムによる国民健康保険の世帯と被保険者の資　　保険証記号番号・世帯個人番号、氏名、性別、生年月日、続
国民健康保険課　　国民健康保険業務　　　　　　　　格・賦課・収納・受診等に関する情報の管理と、各種通知書、　　柄、資格取得喪失年月日、住所、方書､一電話番号、年間保険料、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　統計資料等の作成事務を処理する　　　　　　　　　　　　　　　収納保険料、総所得、レセプト診療年月、診療点数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オンラインシステムにより受給資格・健康保険の加入状況及び
高齢者福祉課　老人保健・福祉医療業務　　　　　受診状況等の管理と受給者証の発行事務・各種通知事務及び統　　住所、氏名、健康保険加入状況、給付状況、課税番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計事務を処理する

保．護　、課　生活保護業務　　　　　　　
;品品ぶ;温琵諮問１品‰ご鴛ぼ　世帯番号、住所、氏名、生年月日、銀行口座番号、支給金額、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等の事務処理を行う　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　収入状況

会　計　課　財務会計業務　　　　　　　昌ｱ品論ぶ琵泌訟．昌雷雲ふ賢゛゛）　債権者氏名、住所、電話番号、口座番号、口座名義

　　　　　　．Ｉ　上下水道料金調定収納業務　　　　水道メーター検針後の料金計算業務と収納消込業務を処理する　　ｒ昌延長雑“ヽ゛ヽ¨”゛ヽ±T水゛・

水道部営業課

　　　　　　　　　　上下水道使用者の収納台帳の管理業務　　封水道使用者台帳の管理と、納付通知書の作成事務を処理　　住所ヽ吟名ヽ水道番号ヽ一収納金額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｓ

、　　　　＿　　　　．．　　　　　　　　　　　　有料ごみ収集手数料徴収台帳を基にした有料ごみ収集手数料納　　整理番号．所在地、屋号、氏名、電話番号、請求先住所、銀行
清掃事務所　有料､.み収集手数料業務　　　　入通知書の発行及び銀行名寄せの確認業務を処理する　　　　　　名、支店名、口座名義、料金

ヽ　　　　ム　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　住民基本台帳を基にして選挙人名簿・投票所入場券のほか、各　　世帯・個人番号、住所、方書、氏名、生年月日、性別、登録年
選挙管理委貝゛　選　挙　業　務　　　　　　　　種資料の作成事務を処理する　　　　　　　　　　　　　　　　　月日、投票区、住民でなくなった日

農業委貝会　農m^n^m^人^m'smmm　ｒ詣習習お農芸;琵””Ｊ゛Ａ”４　品
･iM^A‾“゛｀ttRfr｀ft≪｀ttSi]｀゛｀・゛HB｀

住　　宅　’課　市営住宅管理業務　　　　　　　　市営住宅入居者の管理と使用料納付書等の発行事務を処理する　　IRA名義人）、口座番号、口座名義、住所、家族構成、年間

中央図書館　　利用者登録業務　　　　　　　　貸出図書の予約・記録・督促等の事務を処理する　　　　　　　　利用者コード、氏名、住所、電話番号．性別、生年月日

自治振興課　　町内会長-自治会長名簿業務　　　a17a令各m<nm知l;含Sぶ名簿の管理事務を処理する゜　　氏名、住所、電話番号
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市営茶室

対鳳庵
３月1日無料招待

　
　
ｄ
光
宇
抑
の
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
、
市
営
茶
室
「
対
鳳
庵
」

が
三
月
一
日
か
ら
開
席
。
香
り
高

い
里
案
を
味
わ
え
る
お
茶
室
と

し
て
親
し
毒
れ
て
い
水
子
。

　
開
席
日
に
は
、
濃
茶
（
観
光
セ

一 一

ｆ一一ミ

OPEN
THE　WINDOW

オープン・ザ・ウインドウ

ン
タ
ー
２
階
観
松
軒
）
と
薄
茶
（
対

鳳
庵
）
の
二
席
夕
用
意
し
て
、
次

の
と
お
び
無
料
招
待
欠
行
い
ま
ず

初
め
て
の
人
で
も
気
軽
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
３
月
１
日
出
▼
と
こ

ろ
・
・
・
観
松
軒
（
観
光
セ
ン
タ
ー
）
・

対
鳳
庵
▼
定
員
・
・
・
３
０
又
▼
申

し
込
み
・
：
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
茶
席
希
望
蒔

間
（
９
時
半
、
1
0
時
1
5
分
、
1
1
時
、

1
1
時
4
5
分
、
1
2
時
半
、
1
3
時
1
5
分
、

1
4
時
、
1
4
時
i
f
ｖ
ｂ
'
　
i
n
5
時
半
）
を

記
入
し
、
２
月
2
0
日
㈹
（
必
着
）

ま
で
に
、
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶
3
3
・

市
役
所
商
工
観
光
課
対
鳳
庵
無
料

招
待
係
あ
て
に
郵
送
を
（
先
着
順
）
。

は
が
き
一
枚
に
つ
き
一
人
の
申
し

込
み
と
し
ま
で
▼
問
監
Ｂ
せ
・
・
・

商
工
観
光
課
（
内
線
２
９
４
）
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

お
知
ら
せ

　
市
職
員
の
募
集

Ｏ
土
木
技
手
・
・
・
昭
和
3
5
年
４
月
２

　
日
１
昭
和
4
7
年
ｔ
月
１
日
に
生

　
ま
れ
身
体
強
健
な
男
子
＝
１
名
。

Ｏ
環
境
衛
生
技
手
（
清
掃
作
業
員
）

　
・
・
・
昭
和
3
5
年
４
月
２
日
～
昭
和

　
4
7
年
４
月
１
日
に
生
ま
Ｓ
'
≪
!
Ｋ

　
鋒
屁
な
男
子
＝
若
干
名
。

○
保
母
…
昭
和
4
0
年
４
月
２
日
～

　
昭
和
4
7
年
ｔ
月
１
日
に
生
奔
れ
、

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
保
母
資
格

　
夕
肴
す
る
か
３
月
末
ま
で
に
取

　
得
見
込
み
の
女
子
＝
若
干
名
。

Ｏ
保
育
所
用
務
員
・
・
・
昭
和
3
5
年
４

　
月
２
日
～
昭
和
4
7
年
４
月
１
日

　
に
生
次
れ
た
人
＝
１
名
。

○
消
防
職
員
・
：
昭
和
4
0
年
４
月
２

　
日
～
昭
和
4
7
年
４
月
１
日
に
生

　
ま
れ
、
日
本
国
籍
を
有
し
、
高

　
校
卒
業
程
度
の
学
力
夕
肴
す
る

　
人
で
通
勤
時
間
が
１
時
間
以
内

　
の
乖
＝
苓
ｔ
§

○
学
校
調
理
員
・
・
・
昭
和
3
5
年
４
月

　
２
日
Ｉ
昭
和
4
7
年
４
月
１
日
に

　
生
次
れ
た
健
康
奪
孚
よ
竿

　
名
。

　
〈
第
１
次
試
験
》

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
5
日
㈲
、
午
前

1
0
時
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
：
宇
治
中
学

校
▼
申
し
込
み
・
：
市
販
の
履
歴
書

（
今
春
高
校
卒
業
見
込
み
の
人
は
、

近
畿
高
等
学
校
竺
用
紙
夕
使
用

の
こ
と
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
込
書
藻
疋
て
、
土
木
技
手
・

環
境
堕
程
手
・
保
育
所
保
母
と

用
務
員
は
職
員
課
へ
、
消
防
職
員

は
消
防
本
部
総
務
課
へ
、
学
校
調

理
員
は
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務

課
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
（
郵
送

不
可
）
。
実
鱒
蚕
ど
申
込
書
は
各

職
種
の
申
し
込
み
の
提
出
先
に
あ

り
水
子
▼
受
付
期
間
…
２
月
1
3
日

脚
～
2
3
日
面
。

　
　
（
９
暴
・
消
防
本
部
総
務
課
。

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
）

　
臨
時
職
員
登
録
者
の
募
果

　
市
で
は
、
一
般
事
務
補
助
の
臨

時
職
員
登
録
者
m
集
中
で
す
。

応
募
資
格
は
、
十
八
歳
か
ら
四
十

五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
女
子
で
、
午

前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
勤

指
名
登
録
業
者
の
受
け
付
け

市
内
業
者
を
対
象
に
２
月
1
9
日
か
ら

　
平
成
二
年
度
の
指
名
業
者
（
市

内
業
者
の
み
）
の
資
格
審
査
の
串

請
夕
受
け
付
け
ま
す
。

　
▼
受
付
期
間
・
時
間
・
・
・
２
月
1
9

日
卯
1
2
4
日
出
の
午
前
９
時
～
午

務
で
き
る
人
。
応
募
者
は
名
簿
に

｀
姦
し
、
必
要
に
応
じ
て
選
考
し

て
雇
用
し
栄
ｙ
。

　
登
録
舎
ｍ
す
る
人
は
、
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
か
記
入
し
、

写
真
夕
ほ
っ
て
、
職
員
課
（
〒
6
1
1

宇
治
琵
琶
3
3
・
内
線
２
１
８
）
へ
。

郵
送
可
。
ワ
ー
プ
ロ
が
で
き
る
人

は
、
そ
の
旨
か
履
歴
書
に
明
記
琉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
員
課
）

　
育
成
学
級
の

　
指
導
員
募
集

　
▼
ｓ
募
資
格
・
・
・
昭
和
2
5
年
４
月

２
日
以
降
に
生
食
忿
女
子
。
市

内
在
住
で
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
し
、
健
康
で
児
童
の
育
成
に

熱
意
の
あ
る
人
▼
募
集
人
員
・
：
若

干
名
▼
試
験
・
・
・
面
接
・
作
文
▼
申

K
Y
O
の
あ
け
ぼ
の
プ
ラ
ン
っ
て
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

草
子
」
の
巻
頭
に
あ
る
「
春
は

あ
け
ぽ
の
・
・
・
」
か
か
引
用
し
て

ぃ
水
子
。

　
現
在
、
Ｋ
Ｙ
ｏ
の
あ
け
ぽ
の

プ
ラ
ン
に
よ
り
、
府
内
の
市
町

村
で
男
女
共
同
参
加
に
よ
る
豊

か
な
地
域
社
会
づ
く
り
m
i
指

し
、
具
体
的
な
施
策
を
進
め
て

ぃ
ホ
ヂ
。
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、

広
範
で
多
岐
に
わ
た
る
女
性
問

題
夕
具
体
的
に
解
決
す
る
た
め
、

５
つ
の
基
本
目
標
と
2
1
の
計
画

課
題
か
設
定
。
女
性
の
地
位
向

上
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
の
課
題

と
施
策
の
方
向
か
萌
ら
か
に
し

て
ぃ
ま
こ
下
図
）
。

　
次
回
か
ら
は
、
「
Ｋ
Ｙ
ｏ
の

あ
け
ぼ
の
プ
ラ
ン
」
の
内
容
を

詳
し
ぐ
ぉ
知
ら
せ
し
未
了
。

　
　
　
　
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

K.Y.O.のあけぼのプラン体系図

　－５つの基本目標と21の計画課題－

男をの

女め推
平ぎ進

等す

と教

共育
同・

S啓
加発

「
11男女共同参加をめぎす

　啓発活動の推進

｜ 12各分野における男女平

　　等教育の充実｜

Ｌ 13生i)r.を通じての学習隨

　会の整備

３

14 a用の分野における男

　　女平等の確保Ｈ

Ｈ

が

「

ト15 男女共同参加のための

　　労働環境の堅(S
四

ト16女性の職業能力の開発

　　と労働福祉の充実

Ｌ 17 パートタイム労働等に

　　おける条件整備

４

１

Ｍ　　　　． １京都文化の絣.承と新しい

　生活文化の創造的兌展

｜
ト

ｌ

男地
女絨

共)l
同会

参の
Sam

に遣

よ
る
Ｃ

か
な

｜

ト２伝統や因mに基づく

　｢■≪J.tt識の間い直しと
　実訂的男女平等の実現

ﾄﾄ 3 伝tt;産業や観尤産業等

　従事女性の地位向上

ト 4 農林≫.zに従事する女

　性の地位向上

｜ 5【H際剣£への女性の隋

　極的参加Ｍ

18母性保護と母子保健の

　　充実
ea

性康
の・

(S福
｡曼祉

との
女増
性進
の

－

ト 19女性の健mの増進とス

　　ポーツの振興

レ
20 母子家庭等の自立と福

　　祉の増進

21 豊かで活力のある高齢

　　期の保障

５

〃
6 政策・方針決定への参

　加の促進と人材の登用

女進
性め
のる

白条
立作
とび

)i備

会
参
加
を

｜

ト 7 杜会活動等への男女の

　共同参加の促進

ﾄﾄ 8 家庭における男女共同

　六任の確立

ト 9 保frと介.4に灯する支

　援システムの充実

｜ 10女性の自立のための相

　　談・援丿休制の充実

Ｉ

２

後
５
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
１

時
ま
で
と
土
曜
日
の
午
後
は
除

く
）
▼
受
付
場
所
・
・
・
産
哭
蕭
１

階
多
目
的
ホ
ー
ル
。

　
な
お
、
申
請
に
必
要
な
書
類
・

し
込
み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
は
っ
て

２
月
1
6
日
ｉ
ま
で
に
社
会
教
育
課

（
内
線
４
７
６
）
へ
持
参
し
で
ｙ
ｙ
だ

さ
い
。
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
移
動
消
費
者
相
談
所

　
相
談
は
無
料
。
お
気
軽
に
お
越

し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
2
1
日
伽
、
午
後

１
時
半
ト
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
ニ
チ

イ
大
久
保
店
Ｌ
階
▼
内
容
・
：
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
訪
問
販
売
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
、
商
品
先
物

取
引
・
マ
ル
チ
商
法
な
ど
に
関
す

る
相
談
▼
相
談
員
・
・
・
京
都
弁
護
士

心
一
・
長
谷
川
彰
さ
ん
、
京
都
府
消

費
牛
活
科
学
セ
ン
タ
ー
消
費
牛
活

相
談
員
・
入
江
和
子
さ
ん
▼
問
い

〈
Ｂ
せ
・
：
京
都
府
消
費
牛
吝
科
学

セ
ン
タ
ー
（
容
0
7
5
㈲
3
2
6

1
）
か
京
都
府
宇
治
地
方
振
興
局

商
工
課
（
豊
0
2
1
0
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
獄
撮
興
課
）

　
在
宅
障
害
者

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
　
〈
ふ
れ
あ
い
教
室
〉

　
機
能
訓
練
に
、
娯
楽
的
な
内
容

夕
組
灸
Ｂ
せ
た
教
室
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
か
ら
平
成
３
年

３
月
ま
で
の
毎
月
１
回
▼
と
こ
ろ

記
入
方
法
な
芦
ほ
「
申
請
要
領
」
で
。

申
請
要
領
の
請
求
は
直
接
管
財
契

約
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳

Ｌ
で
は
管
財
契
約
課
（
内
線
２
７

４
）
へ
。
　
　
（
管
財
契
約
課
）

・
：
総
合
福
祉
会
館
▼
内
容
…
機
能

訓
練
お
よ
び
月
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
昼
食
・
散
歩
な
ど
）
▼
指
導
・
：

塩
谷
慾
讐
ん
（
字
治
久
怜
ぼ
一
師

会
会
長
）
ほ
か
▼
対
象
・
：
市
内
在

住
の
外
出
困
難
な
重
度
障
害
者
。

送
迎
有
り
▼
定
員
・
・
・
―
人
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
、
選
考
委
員
会

で
決
定
）
▼
申
し
込
み
・
問
営
Ｂ

せ
・
・
・
２
月
2
0
日
㈹
ま
で
に
襲
福

祉
協
議
心
一
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
8
日
面
▼
と
こ

ろ
・
：
京
都
外
里
甲
ハ
学
（
京
都
市

右
京
区
西
院
笠
目
町
６
）
▼
試
験

区
分
・
・
・
乙
種
第
４
類
・
丙
種
▼
願

書
配
布
…
各
消
防
（
分
）
署
で
▼
願

書
蓉
持
け
・
・
・
２
月
1
9
日
側
か
ら

2
3
日
吻
ま
で
に
助
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部
（
上
京
区

釜
座
通
丸
太
町
上
る
・
都
文
化
ビ

ル
２
階
）
へ
。
本
試
験
の
た
め
の
講

習
＜
Ｋ
要
領
も
併
せ
て
配
布
し
て
い

ま
ず
。
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
就
学
通
知
書
を
郵
送

　
市
教
育
委
員
会
で
は
先
月
末
に
、

今
年
四
月
に
市
立
小
・
中
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
各
保
護

者
あ
て
に
、
就
学
通
知
書
欠
郵
送

し
書
し
た
。
こ
の
就
学
通
知
書
が

ま
だ
届
い
て
い
な
い
人
、
国
立
や

私
立
の
学
校
へ
入
学
Ｔ
？
ハ
、
住

所
変
吏
し
た
人
は
、
学
校
教
育
課

　
（
内
線
ｔ
６
９
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
入
学
式
は
、
小
学

校
四
月
七
Ｅ
出
、
中
学
校
四
月
九

日
側
で
す
。
　
（
学
校
教
育
課
）

　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
　
実
技
講
習
会

　
黄
槃
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
か
薬
し
ぐ
安
全
に
利
用
す
る

た
め
の
実
技
講
習
会
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
4
日
出
、
午
後

１
時
と
午
後
ｔ
時
の
２
回
▼
と
こ

ろ
・
：
黄
梨
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳

以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定

員
…
各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料

・
・
・
千
円
（
顔
写
真
３
ｍ
χ
Ｍ
ｍ
・

印
鑑
れ
必
要
）
▼
申
し
込
み
・
：
２

月
1
2
日
（
振
替
休
日
）
、
午
前
９
時

か
ら
直
接
黄
奘
体
育
館
（
豊
⑩
4

0
0
1
）
へ
。
　
　
（
公
園
公
社
）

-I--)--;--:--)一-I―I―ﾍﾟ- H―I―I―I―1- -1―Iノ

　
Ｉ
ル
瓶
な
ど
）
は
販
売
店
で

　
引
き
取
っ
て
む
ら
い
ま
し
ょ

　
う
。
ま
た
町
内
会
な
ど
で
ひ

　
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
し
よ

○
家
電
製
品
な
μ
の
買
い
替
え

　
の
際
は
、
購
入
業
者
に
引
き

　
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
だ
使
え
る
物
は
、
市
の
不

　
用
・
稽
報
セ
ン
タ
ー
タ
莉
用

　
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

○
捨
て
る
前
に
も
三
度
、
「
ご

　
み
」
か
「
資
源
」
か
を
考
入

　
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
の
集
積
所
は
、
い
つ
も

　
清
潔
に
。
迷
５
駐
車
は
や
め

　
ま
し
ょ
う
。
（
清
掃
事
務
所
）

1083

３
月
２
・
３
日
に

　
が
ん
予
防
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
講
演
や
総

合
が
ん
検
診
な
ど
を
一
体
的
に

実
施
す
る
「
が
ん
征
圧
の
集
い
・

京
都
」
を
開
催
し
ホ
ｙ
。

　
〈
講
演
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〉

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
２
日
廊
、
午

後
Ｌ
時
～
ｔ
時
1
5
分
ｙ
と
こ
ろ

・
・
・
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▼

内
容
・
・
・
Ｏ
講
演
犬
腸
が
ん
の

早
期
診
断
・
治
療
と
予
防
に
つ

い
て
」
＝
京
都
第
一
日
赤
病
院

第
２
内
科
部
長
・
多
田
正
大
さ

ん
Ｏ
体
験
発
表
○
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
な
ど
▼
入
場
料
・
：
無
料

　
〈
総
合
が
ん
検
診
〉

　
▼
と
き
・
：
３
月
３
日
出
、
午

前
９
時
１
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城

南
勤
労
者
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・

胃
・
肺
ヽ
乳
・
大
腸
の
各
が

ん
検
診
▼
対
象
・
・
・
平
成
元
年
度

に
が
ん
検
診
か
受
診
し
て
い
な

い
市
民
（
胃
・
肺
が
ん
検
診
は

--■■-･･■-■個-一個響--■-一晶一個---■響
ｌ　　t< （あ・先）　　１

　　四回

□Ｅ
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

匹
宇
治
市
役
所

　
　
　
高
齢
考
柚
祉
課
行

4
0
歳
以
上
、
乳
・
大
腸
が
ん
検

診
は
3
0
歳
以
上
の
人
）
▼
定
員

…
各
検
診
と
も
溺
人
▼
検
診
料

・
：
胃
が
ん
＝
5
0
0
円
、
肺
が
ん

　
（
高
聳
）
ふ
円
ヽ
乳
が

ん
・
大
腸
が
ん
Ｉ
無
料
▼
受
診

方
法
…
事
前
申
し
込
み
制
。
市

か
今
郵
送
１
　
る
受
診
言
路
参

▼
申
し
込
み
方
法
・
：
郵
送
（
左

記
の
要
領
で
）
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
ず
。

　
な
お
次
の
要
件
に
該
当
す
る

人
は
、
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　
①
7
0
歳
以
上
の
人
②
蛭
T

6
9
歳
の
人
で
、
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
人
③
牛
活
保
護
世

帯
の
人
④
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
。

　
詳
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課

　
（
内
線
３
６
０
）
へ
問
忿
Ｂ

せ
を
。
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

裏
-

がん検診申込書

氏r,･4.･Iがな’

ｔ隼ln1　年一齢

卜．啼
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　一同●てしを峰●て･t叶･

・fi七ダ･峻３町免・ｔ介に

　.lりする＆;jその魯りを

　19いてくだ３い．

男
女
共
同
参
加
の

2
1
世
紀
社
会
を
め
ざ
し
て

　
匯
け
　

1 0

　
「
京
の
躍
進
す
る
女
た
ち
」

の
頭
文
字
か
ら
と
っ
た
Ｋ
Ｙ
Ｏ

が
、
「
京
」
「
今
日
」
そ
し
て
男
女

共
同
の
「
共
」
多
甚
深
し
、

ご
｛
た
プ
ラ
ン
の
名
称
は
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
女
性
が
大
き

く
は
ば
た
い
て
い
く
ぷ
つ
、
「
枕

育児相談

　気軽にご利用を

が
ん
征
圧
の

集
い
・
京
都

ゴミの出し方にもルールがあります！

皆さんのご協力をお願いします

ゴミの正しい出し方



健康のペー

ジ

　
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
昭

和
五
十
八
年
十
月
に
、
宇
治
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
同
協
議
会
の
啓
発
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
の
発
育
に
重
要
な

あ
そ
び
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
)
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
た
を

育
て
る
た
め
に
は
、
一
方
が
け
で

な
ぐ
、
多
方
面
か
Ａ
Ｏ
ｔ
'
t
＜
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
遊
び
場
や
遊
ぶ

時
間
、
家
事
の
分
担
、
テ
レ
ビ
、

偏
食
、
お
や
つ
の
与
λ
方
、
牛
活

リ
ズ
ム
な
ど
が
、
総
合
的
に
か
か

わ
っ
て
空
手
］
。

　
十
年
前
の
あ
る
調
査
で
、
。
子

Ｓ
v
Ｗ
)
の
体
に
危
機
的
な
傾
向
が
あ

タ
と
マ
ス
コ
ミ
が
警
告
１
　
　
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
小
学
校
の

間
は
何
と
な
ぐ
お
か
し
い
と
い
う

程
度
が
、
中
学
校
・
高
校
と
進
む

に
つ
れ
て
成
人
病
の
症
状
が
多
く

出
て
き
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
こ

の
傾
向
は
、
さ
ら
に
低
年
齢
化
し

て
い
る
と
考
え
ら
元
未
了
。
次
だ

大
人
も
、
便
利
さ
・
手
軽
さ
に
慣

れ
た
牛
活
の
中
で
、
以
前
に
は
少

な
か
っ
た
病
気
も
増
元
て
い
未
了

　
大
人
の
忠
扁
雙
は
、
吊
と
も

に
も
影
響
発
注
し
栄
す
。
子
ど

も
た
ち
の
健
康
の
た
め
に
、
大
人

自
身
が
健
全
な
生
活
受
鼻
ｙ
多

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
か
で
も
、
気
夕
研
け
た
い
の

が
テ
レ
ビ
で
す
。
テ
レ
ビ
が
普
及

し
始
め
て
三
十
年
ほ
ぺ
現
在
で

は
、
家
庭
で
の
保
有
台
数
も
増
加

し
、
子
ａ
ｊ
ｗ
)
た
ち
は
テ
レ
ビ
か
見

る
の
が
習
慣
と
な
っ
て
い
ま
ｙ
。

夢
り
に
、
ビ
デ
オ
ー
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
と
長
時
間
テ
レ
ビ
の
前
に
く

ぎ
付
け
の
牛
活
が
増
え
て
き
て
い

ま
ず
。
こ
れ
で
は
、
育
ち
盛
り
の

子
μ
も
の
健
康
に
良
い
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

　
見
る
力
、
聴
ぐ
力
が
未
発
達
な

乳
・
幼
児
は
、
テ
レ
ビ
の
激
し
い

音
と
光
の
刺
激
夕
受
け
る
妾
苔

強
い
ｙ
ｐ
れ
る
と
、
ス
ト
レ
ス
と
な

り
ま
ず
。
ま
た
、
お
父
さ
ん
・
お

弓
兄
と
嘔
尖
事
な
時
間
が
取

ら
れ
、
発
達
に
マ
イ
ナ
ス
面
の
影

響
を
与
Ｉ
チ
。
テ
レ
ビ
の
つ
け

っ
放
し
に
は
、
十
分
気
鷺
付
け
た

い
も
の
で
す
。

一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
…
、
…
…
…
…
一

一
　
４
子
ど
も
た
ち
は
、
遊
び
の
中
で
育
ち
ま
す
　
　
一

子
供
の
育
ち
方

　
そ
£
登
育
て
る
場
合
に
、
幾

つ
か
の
大
事
な
事
柄
が
あ
り
ま
ず
。

栄
養
も
そ
の
一
つ
で
ｙ
し
、
病
Ｓ

か
ら
守
る
免
疫
、
内
誓
働
か
せ

る
こ
と
や
筋
肉
の
働
き
。
ま
わ
り

の
状
況
を
知
る
五
感
の
働
き
。
人

と
し
て
生
き
る
た
め
の
情
緒
の
働

參
￥
ハ
切
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
働
き
が
、
秩
序
や
リ

ズ
ム
忿
持
っ
て
統
一
会
笞
た
め

に
脳
の
働
き
が
あ
り
ま
ず
。
脳
の

蔀
垣
は
、
乳
幼
児
の
時
期
、
特
に

目
覚
ま
し
い
蔀
豪
じ
柔
ｙ
。

　
曜
か
せ
っ
放
し
に
し
た
り
、
ひ

と
ぴ
遊
び
の
ぐ
せ
を
つ
け
な
い
で

一
緒
に
準
九
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
か
ら
だ
の
働
き
は
、
誤
っ
た
使

い
方
奮
八
ば
、
ひ
ず
み
夕
犀
一
じ

て
働
き
温
石
、
用
い
な
い
と
異

常
を
き
た
し
ま
す
。
ど
こ
か
に
弱

さ
奎
鸞
巡
ら
、
早
期
に
克
服
す

る
ぶ
り
に
し
て
、
か
ら
だ
全
体
の

即
嘉
失
事
に
育
て
な
が
ら
、
部

分
的
に
も
注
意
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

子
供
を
育
て
る
遊
び

　
で
は
、
否
七
の
こ
こ
>
０
Ａ
]
か

ら
だ
を
育
て
、
働
き
を
艮
く
す
る

た
め
に
は
ご
♀
右
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
子

芦
も
は
遊
び
の
中
で
育
ち
未
了
。

毎
Ｅ
の
単
活
の
中
で
か
ら
だ
奮
蜀

か
し
、
大
人
と
の
交
流
を
し
な
が

ら
、
精
神
的
・
４
体
的
に
大
切
な

働
き
を
育
て
て
い
章
手
］
。

　
あ
や
し
遊
び

　
「
遊
び
」
は
、
大
人
が
吊
戸
石
に

向
か
っ
て
「
あ
や
す
」
行
為
か
ら
始

ま
り
ま
ｙ
。
『
金
手
』
時
は
、
大

人
の
動
作
（
抱
い
て
軽
く
ゆ
す
っ

た
り
、
笑
い
か
け
た
り
）
が
あ
り
、

そ
れ
に
つ
ら
れ
て
大
人
奎
昌
ば
せ

る
子
戸
石
の
笑
い
が
あ
り
ま
ず
。

　
つ
ま
り
、
否
七
を
笑
わ
せ
る

た
め
の
。
大
人
の
楽
し
み
な
が
ら

の
積
極
的
な
行
為
が
「
遊
び
」
の
始

ま
口
な
の
で
ず
。
そ
し
て
、
あ
や

資
？
い
る
間
に
首
の
す
わ
昨
も

良
く
な
り
、
哺
語
（
な
ん
ご
１
幼

児
の
言
葉
以
前
の
発
声
）
の
発
声

も
増
え
『
力
強
く
な
皇
子
。

や
が
て
、
笑
い
な
が
ら
兪
￥
憚
ば

し
て
ｖ
^
<
W
'
ｎ
に
な
り
、
手
に
お

も
ち
ゃ
＊
』
ｔ
Ｏ
■
＾
ｆ
＾
に
な
り
未
了
。

　
揺
さ
ぶ
り
遊
び

　
活
発
に
笑
ら
よ
う
に
な
る
と
、

大
人
は
一
層
積
極
的
に
か
か
わ
り

未
’
ｙ
。
「
い
な
い
、
い
な
い
、
ぱ

あ
」
か
ら
「
高
い
、
高
い
、
ぱ
あ
」

へ
進
み
、
「
こ
の
子
だ
れ
の
子
、

か
っ
ち
ん
こ
」
な
μ
と
時
計
の
振

り
子
の
よ
ｙ
つ
に
揺
ざ
ぷ
っ
た
ひ
し

ま
ｙ
。

　
自
分
の
力
で
十
分
動
け
な
い
子

μ
Ｅ
も
、
揺
さ
ぶ
ら
元
で
遊
ぶ
こ

と
を
喜
ぷ
よ
ラ
に
な
り
、
自
分
か

ら
動
こ
ラ
ま
丞
感
官
意
欲
に

発
展
し
、
笑
い
に
力
が
こ
も
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
寝
返
り
、
腹
ば
い

の
回
転
、
ず
り
ぱ
い
、
四
つ
ぱ
い
、

高
ば
い
、
歩
行
へ
と
移
動
の
過
程

を
力
強
く
茜
展
さ
せ
ま
ｙ
。
そ
の

　
一
つ
一
つ
か
干
分
に
経
験
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
腕
の
力
ぶ
函
の

力
、
肩
、
胸
、
腹
、
脚
、
足
、
足
の

指
の
力
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
力
を
さ
ら
に
遊
び
の
中
忿
駆

使
し
つ
つ
、
丈
夫
な
か
ら
だ
の
一

翼
を
作
ひ
あ
げ
ま
す
。

　
模
倣
遊
び

　
ま
た
、
「
は
い
は
い
」
か
ら
「
お

す
わ
ぶ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
両
手
盈
便
っ
て
お
も
ち
ゃ
な

ど
歪
礁
望
ヂ
。
そ
の
時
は
、
子

μ
も
と
向
か
い
あ
っ
て
遊
び
、
お

も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
モ
デ
ル
ｔ
ｙ
す
大

人
が
必
要
で
す
。

年
齢
に
あ
わ
せ
た
遊
び
を

○
生
後
か
ら
一
歳
ご
ろ

　
あ
や
し
遊
び
初
期
・
：
大
人
の

蓼
秀
圭
と
し
、
ヱ
ガ
も
の
笑

い
や
、
手
盈
ぼ
髪
右
す
る

活
動
差
引
き
出
す
。

　
あ
や
し
遊
び
後
期
・
・
大
人
が

顔
芸
を
し
な
が
ら
「
カ
ラ
カ
ラ
」

な
芦
￥
便
ラ
。

　
揺
さ
ぶ
り
遊
び
…
子
芦
も
の

体
奮
習
ぶ
り
、
動
か
す
こ
と

に
よ
っ
て
大
声
器
応
せ
る
。

Ｏ
一
歳
ご
ろ
か
ら
Ξ
・
四
歳
ご

ろ　
手
伝
い
遊
び
・
・
・
お
も
ち
ゃ
な

ど
を
「
ナ
イ
ナ
イ
し
て
」
と
片
付

け
參
于
伝
わ
せ
て
喜
ば
せ
る
。

　
模
倣
遊
び
・
・
・
手
遊
び
、
リ
ズ

ム
遊
び
、
台
所
の
物
な
ど
で
ほ

親
の
次
ね
を
さ
せ
る
。

　
見
た
て
遊
び
…
粘
土
や
砂
な

ど
で
、
団
子
や
プ
リ
ン
牽
ハ
人

と
一
緒
に
作
っ
て
遊
ぶ
。

○
＝
一
・
四
歳
か
ら
七
歳
ご
ろ

　
ご
っ
こ
遊
び
…
ま
ま
ご
と
、

おやつは愛情のこもった手づくりで

さつまいもケーキ

　
例
え
ぼ
、
積
み
木
か
夭
人
が
積

み
ま
ず
。
高
く
な
っ
た
積
み
木
が

倒
れ
ま
ず
。
大
人
は
笑
い
な
が
ら

悔
し
が
り
未
了
。
ま
た
積
み
示
ｙ
。

倒
れ
未
了
。
そ
の
う
ち
に
、
’
石
も

の
手
に
触
れ
さ
せ
て
倒
さ
せ
未
了
。

大
人
は
悔
し
が
り
、
。
子
と
を
は
笑

い
声
を
発
し
‘
手
「
積
み
木
は
、

子
戸
右
左
〈
人
の
共
同
で
積
次
れ
、

く
ず
さ
れ
て
い
き
ま
ず
。

　
ま
た
、
大
人
が
両
手
を
重
ね
て

　
「
ち
よ
ラ
だ
い
」
い
と
出
し
て
み
ま

す
。
子
ど
も
は
、
反
射
的
に
お
も

ち
や
舎
″
つ
た
手
政
引
っ
こ
め
ま

す
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
「
ち
よ

ラ
だ
い
」
の
ル
ー
ル
が
分
か
る
よ

う
に
な
り
未
了
。

　
大
人
が
遊
び
で
は
な
ぐ
、
訓
練

の
ぷ
っ
に
押
し
付
け
る
と
、
子
ど

も
の
「
や
る
～
は
育
ち
ま
せ
ん
。

電
車
ご
っ
こ
、
お
ふ
ろ
ご
っ
こ

な
ぶ
分
の
体
碧
右
と
に
友

達
と
透
ぶ
。

　
集
団
遊
び
…
四
～
五
人
以
上

で
、
か
く
れ
ん
ぼ
や
か
ご
め
か

ご
め
な
ど
。

　
体
育
ゲ
ー
ム
…
お
に
ご
っ
こ
、

た
か
お
に
、
じ
チ
ボ
ー
ル
な

べ○
学
童
期

　
集
団
避
び

　
簡
単
に
で
き
る
の
で
、
そ
と
・

も
と
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
〈
材
料
〉

　
さ
つ
ま
い
も
・
果
物

　
〈
作
り
方
〉

　
①
さ
つ
ま
い
も
は
皮
を
む
い

田

　　を謳壮悶欝

の　　　＼,^

　
お
手
伝
い
遊
び
　

　
「
こ
れ
ポ
イ
し
て
き
て
」
な
ご
と

大
人
の
日
常
の
行
為
を
い
ｐ
れ
る

と
、
ご
み
夕
括
て
に
行
き
、
帰
っ

て
き
て
も
、
も
っ
と
レ
た
そ
う
に

し
ま
ず
。
書
之
、
ほ
か
に
お
手
伝

い
が
あ
れ
ば
言
い
ま
ず
。
な
け
れ

ば
「
康
だ
し
て
ね
」
と
言
い
未
了
。

　
そ
Ｅ
ほ
、
ま
だ
自
立
で
き
な

く
て
も
、
自
律
１
　
始
め
ま
ず
。
大

人
と
の
交
流
が
よ
く
、
『
お
壬
以

い
遊
び
』
の
多
い
子
戸
も
の
方
が

自
律
性
が
よ
く
育
ち
未
了
。
自
律

性
の
育
っ
て
い
ぐ
時
期
に
は
、
イ

メ
ー
ジ
舎
″
つ
な
夥
苓
、
大
人

の
ま
ね
も
飛
躍
的
に
発
展
し
て
い

き
未
了
。
そ
し
て
、
簡
単
な
「
ご
っ

こ
遊
び
」
へ
と
進
ん
で
い
孝
示
す
。

　
Ｈ
ａ
ｗ
>
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は
、

大
人
と
一
緒
に
か
息
彩
使
い
、

共
感
し
あ
い
な
が
ら
透
ぶ
こ
と
で

育
ち
求
了
。

　
テ
レ
ビ
忿
徊
し
て
、
一
日
一
回

は
外
に
出
る
な
ど
、
大
人
も
子
ど

も
と
一
緒
に
な
っ
て
積
極
的
に
遊

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
、
子

育
て
が
楽
し
ぐ
な
り
ま
ま
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

容
膠

　
て
水
に
ひ
た
し
、
一
丁
三

　
度
水
忿
替
え
て
あ
ぐ
を
抜

　
き
、
塩
少
々
を
加
え
て
ゆ

　
ぶ
為
ぷ
で
一
。

②
智
子
に
・
フ
″
プ
か
広
げ

　
①
を
長
方
形
に
の
ば
し
、

　
果
物
か
乗
せ
、
参
ミ
ｙ
し

　
の
要
領
で
巻
き
、
－
・
輪
ゴ
ム

　
で
止
め
る
。

ｊ

ヽま押

ラw7゛

家物

＠

③
一
時
間
位
、
冷
蔵
庫
で
冷

　
や
し
、
固
く
な
っ
て
か
ら

　
適
当
な
大
き
さ
に
切
る
。

※
果
物
は
、
い
ち
ご
、
バ
ナ

　
ナ
、
柿
、
み
か
ん
な
ど
季

　
節
の
も
の
を
。
本
是
リ
ン

　
ゴ
、
ナ
シ
は
煮
た
も
の
を

　
使
う
。

･つぶ･しr:さっきいt,t

広itる

cはし力ヽらク･レワ･ﾚSもぐ

お
や
つ
は
　
　
　
　

お
菓
子
で
は

　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん

　
お
や
つ
は
、
成
長
期
の
そ
と

も
に
と
っ
て
食
事
舎
蜀
病
助

食
で
す
。
食
事
の
一
部
と
考
え

V
J
v
だ
さ
い
。

　
甘
い
お
菓
子
は
砂
糖
の
と
り

過
ぎ
で
、
む
し
歯
や
肥
満
の
も

と
に
な
り
老
３
．
ス
ナ
″
ク
菓

子
は
塩
分
や
脂
肪
の
と
り
過
ぎ

で
、
成
人
病
の
予
備
軍
を
つ
く

り
未
了
。

　
お
や
つ
の
与
え
方

　
お
や
つ
を
与
凡
る
時
は
、
次

の
点
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
一
日
に
Ｉ
～
二
回

・
時
間
か
長
め
て

・
次
の
食
事
に
差
し
つ
か
え
な

　
い
量
を

・
食
事
で
不
足
に
徊
ち
な
食
品

　
を

　
食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
に

　
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
市
販
の
ポ
テ
ト
チ
″
プ
ス
を

一
袋
食
べ
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
五
〇
〇
＊
カ
ロ
＝
^
Ｉ
以
上
に

な
り
、
茶
わ
ん
に
軽
ぐ
盛
っ
た

居二乳

ご
飯
に
換
算
す
る
と
約
三
杯
半

に
な
り
未
了
。
一
袋
食
べ
て
し

ま
シ
と
、
当
然
食
事
に
影
響
す

る
だ
け
で
な
ぐ
、
エ
ネ
ル
ギ
’
‐

の
と
り
過
ぎ
か
ら
、
肥
満
の
心

配
が
出
て
孝
季
ｙ
。
あ
わ
せ
て
、

塩
分
や
化
学
調
味
料
の
添
加
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
清
涼
飲
料
水
に
は
酸

味
料
、
甘
味
料
、
着
色
料
、
着

香
料
、
酸
化
防
止
剤
、
乳
化
剤
、

安
定
剤
、
保
存
料
な
ど
の
使
用

が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
人

に
と
っ
て
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
成
長
期
の
乳
幼
児
に
飲
ま

せ
る
の
は
考
え
も
の
で
す
。
番

茶
や
麦
茶
、
果
物
を
し
ぼ
る
な

ど
目
然
の
味
か
教
え
ま
し
ょ
う
。

　
手
づ
く
り
の
お
や
つ
が
で
き

な
い
時
は
、
で
き
る
だ
け
甘
す

″
予
、
か
早
善
な
い
･
ｒ
す
味

の
も
の
、
食
品
添
加
物
が
で
き

る
だ
け
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
、

製
造
年
月
日
の
新
し
い
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
同
じ

お
や
つ
牽
食
べ
続
け
な
い
注
意

も
必
要
で
す
。
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